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B −15 　 フ タ ル 酸 エ ス テ ル の ラ ッ ト精巣毒性 に お

け る時期特異性 つ い て

九州大学医学部小児外科

近藤　剛，生野 　猛，水 田祥代

B −16　停留精巣の 乳 児期 自然下降に つ い て

香川大学医学部小児外科

野田卓男 ， 渡辺泰宏， 吉田篤史，王　仲秋，

尾 山貴徳

【目的】環境ホ ル モ ン の 1 つ で あ る フ タ ル 酸 エ ス

テ ル には精巣毒性 がある こ とが知 られ て お り、特

に 妊娠中の動物胎仔に投与する と泌尿生殖器系 の

奇形 を引 き起 こすこ とが知られ て い る 。 今回我々

は 思 春期前 ラ ッ トと 成獣 ラ ッ トに 同 じ濃度 の フ タ

ル 酸エ ス テ ル 混合飼料を投与し精巣に対する時期

特 異的 な影響 に つ い て 検討 し た 。 【対象と方法】

思春期前の 生後 30 日 ラ ッ ト と生 後 90 〜 120 日 の

成獣 ラ ッ トに それぞれモ ノ ブ チ ル フ タ ル 酸 （MB

P ） の 1％混合飼 料 を 10 日間与 えた後、犠死 し

摘 出 した精巣重量を測定 した 。 重量測定後に精巣

を ホ ル マ リ ン 固定 し、切 片を HE 染色お よ び

TUNEL 染色 して 組織学的に精細管内の 生殖細胞

の発達を検討 した 。
コ ン トロ ー

ル には通常 の ラ ッ

ト飼料 を投 与した ラ ッ トを用 い た。【結果】思春

期 前 ラ ッ ト で は MBP 投 与 群 の 精 巣 重 量

（2．51m9 ／g ラ ッ ト体 重 ） は コ ン トロ ー
ル ラ ッ トの

精巣重 量 （4．06mg ／g ラ ッ ト体重） に 比 べ 有意に

減少 し て い た （p ＜ 0．05）。 組織 学的 に 精細管長

に お い て 、MBP 投与群 は （220 μ m ）と コ ン トロ

ール 群 （253μm ）に 比 べ 有意に短 く （p 〈 0．05）、

Jonsen　score に お い て も MBP 投与群 （6．6） は コ

ン トロ ール 群 （6．9）に比 べ 低い 傾向に あっ た 。 3

個 以 上 の ア ポ トーシ ス 小体を有す る精細管の 割合

は、MBP 投 与群 は 4．9％ と コ ン トロ ール 群 32 ％

に比 べ 高い 傾向に あ り、 精細管内 の 精子形成機能

が低 ドして い る と考えられ た 。

一方、成獣 ラ ッ ト

で は MBP 投 与群 は 精巣重 量 （4．14mg／g ラ ッ ト体

重）が コ ン トロ ー
ル 群 の 精巣重 量 （4，21mg／g ラ

ッ ト体重〉 と有意差 な く、組織学的に も生殖細胞

の 変性 は 見 られ なか っ た。【結語】同 じ濃度 の フ

タ ル 酸エ ス テ ル に暴露され て も、思春期前 の 幼弱

ラ ッ トは成獣ラ ッ トに比 べ 感受性が 高 く精巣に強

い 障害を受ける こ と が判明 した 。

【目 的】停留精 巣 の 手術 を 1 才過 ぎに行 うこ とは

コ ンセ ンサ ス が得られて きて い る 。 しか し、乳児

期 に 自然下 降が 46　
一

　75 ％ に み ら れ る との 報告も

あ り、どの 時期 に 確定診断が可能 に な る か 問題 が

ある 。 そ こ で 、 我 々 の 経験 した 乳児期初診症例 の

経過 を検討 した 。 【対象 ・方法】1996年 1 月より

2003 年 12 月 の 期 間に経験 した 初診時 1 才未満

で 、未熟児、停留精 巣 関 連 疾 患 （症 候 群 ） を 除 い

た 137 例 。 初診時年齢 で 、A ： 3 ヵ 月未満、　 B ：

3 〜 6 ヵ 月未満 、 C ： 6 〜 12 ヵ 月未満 、 の 三 グ

ル
ープ に分 け、初診時 と 1 才前後 に 精巣 の 位置を

カ ル テ よ り確認 した。精巣 の 位置は、十分な触診

と 超音波 で 診断 した 。 精巣 の 高 さを、1度 ：鼠径

管外、II度 ：鼠径管内低位、　 III度 ：鼠径管内高

位、と表記 し、陰嚢内に留 まるもの は陰嚢高位 で

も停留精巣 とは し な か っ た 。 【成績】グ ル ープ A

54例 、B45 例、　 C38 例 で 、グ ル ープ A 、　 B で は

III度が各々 28 例、23例 と半数以 ヒを占め て い た 。

初診 時 に 比 べ 1 才頃に精巣が 下 降し て い た の は

18 例 （13．1 ％） で 右側 3例 、左側 8 例、両側 7

例 9精巣であっ た 。 位置 の 表記で 2段 階下降 した

の は 2 例 （右 III→ 1、左 II→正 常） の み で あ っ

た。1 才頃に正常 位置 とな り手術 を行 わなか っ た

の は 7 例 （5．1％ ）、右側 1例、左側 6 例 で あ っ た D

両側例 は片側 の みが正常 と なっ た もの が 2 例あ っ

た 。 した が っ て 精 巣 数 で は 161 精巣中 9 精巣

（5．6 ％）が正常位置 へ 下降 した。下降例 18 例中

12 例 お よ び 正 常 と な っ た 7 例 中 6 例 が グ ル
ープ

A で あ っ た 。 グ ル ープ C で は 1例 の み が ll度か

ら 1 度とな っ た が 手術 を行 っ た 。 【結語 】停留精

巣患児 の 乳児期 自然 下 降 は 13．1 ％ に み られ、正

常位置まで 下降 した の は 5．1％ と従来 の 報告 よ り

は る かに低率で あ っ た 。 また 、 6 ヵ 月令を過 ぎる

と自然 下 降 は み ら れ な い と言え る。以上 よ り 10

ヵ 月から 1才の 健診で は確定診断す る こ とが可能

で あ り、手術適齢 期 を逃 さな い た め に重要 で あ

る 。
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